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ほ る

「ほる」 とい う動 詞 はふ つ うそ の意 味 に よって 「掘 る」,「彫 る」 と書 き分

け られ,辞 書 で も別項 目扱 い を して い る。 しか し意 味 論 的 にい う と,両 者

を合 わせ て1個 の 多義 語 とす べ き もの で あ る。 そ うす る こ とに よって逆 に

認知 意味 論 的 な人 間の心 の動 きが明 らか に なっ て くる面 もあ る。(注1)

「ほ る」 の 多 義 の全 体 はそ の基 に第1図 に示す よ うな現 象 素 を想 定 す る

こ とに よって統 一 的 に説 明 す る こ とが で きる。 図 のCは 立 体 的 な母体 を示

し,そ の一 部 と してA,Aを 除 い た残 りの部 分 と してのBを 含 む。 「ほる」

の現 象素 とい う と き,Cか らA部 分 を人 間が何 らか の手段 を用 い て取 り

除 く動作 も含 んで お り,そ れ をAか らの矢 印 で 表 わす 。

c

第1図 「ほる」の現象素図

「現 象 素」 の 「現 象」 には そ うい う動 きも含 ませ て あ る。 現 実 世界 で は

Cと い う母 体 もAを 取 り出す作 業 も千差 万別 で は あ る けれ ども,現 象素

とい う と き,そ れ は多 少抽 象 化 され てお り,ラ ネ カー の い う 「ス キー マ」

に近 い もの に なっ てい る。
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「ほ る」 が 「掘 る」 とな った り 「彫 る」 となっ た りす るの は,AとBの

どち らを焦 点 化 す る かの違 い に よる と言 うこ とがで きる。A部 分 を焦点 化

す るの が 「掘 る」 で あ り(第2図),B部 分 を焦 点化 す るの が 「彫 る」 で

あ る(第3図 〉。Aの 部分 を取 り除 く点 は 同一 で あ るので,我 が先 人 はそ

の点 を捉 えて 同 じよ うに 「ほ る」 と言 った わ けで あ る。

C

第2図 「掘 る」

C

第3図 「彫 る」

「掘 る」 と 「彫 る」 各 々の場 合 に,目 的語 となる名詞 の意味 的 な性 質 の違

い に よ って用 法 は さ らに分 か れ る。

A焦 点(掘 る)

Aに 焦 点 が 当 て られ る場 合,さ ら に3文 型 が 区別 され る。

(Al)庭 を掘 る。

この 「庭 」 は 図 のCに 当 た る対 象 目的語 で あ る。 ほか に 「地 面 ・道路 ・

畑 ・鼻 ・耳」 な どが来 る。結 果 と してAと い う穴 や溝 な どの空 隙が 生 じる

が,そ の こ とは含 意 と して裏 に ひそ んで い る。

(A2)芋 を掘 る。

この 「芋 」 は第2図 のAに 当 た る対 象 目的語 で あ る。類例 に 「木 の根 ・

石 炭 ・石 油」 な どが あ る。地 中か らAを 取 り出 して獲 得す るのが 目的 で あ

る。 「木 の 根 を掘 る」 で は取 り除 くべ き対 象 と して扱 わ れて い る。

(A3)穴 を掘 る。

この 「穴 」 もAに 相 当す る対 象物 で あるが,「 穴」 は地 中 か ら取 り出せ る

もの で は な く,掘 った結 果 と して生 じる もの であ り,「 結 果 目的語 」 と して

区別 され る。類 例 と して 「井戸 ・池 ・運 河 ・堀 ・トンネル」 な どが あ る。

「墓 を掘 る」 とい う表 現が あ るが,同 一 の形 の ま まで,あ る場 合 に はA3
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の文型 で用 い られ て 「地面 を掘 って墓 を作 る」 を意 味 し,あ る場 合 には

A1の 文型で用 い られて 「出来 ている墓 を掘 り起 こ して中にあ る財宝 を盗

む」 な どの意味 になる。

B焦 点(彫 る)

B部 分 に焦 点 が あ る場合 も さらに3文 型 が区 別 され る。

(B1)大 理 石 を彫 る。

A1の 場合 と同 じ くCが 対 象 目的語 であ る。 大理 石 とい う母 体 の一 部Aを

取 り除 き,Bと い う像 な どを得 るのが 目的で あ る。

(B2)仏f象 を彫 る。

この場 合 の 「仏像 」 は結 果 目的語 と して のBで あ る。仏 像 は立体 的 な物 で

あ るが,同 じ くB2の 文 型 に属す る 「版 画 を彫 る」 で は,Bは 「版 木」 と

い う板 で あ り,そ の表 面 だけが 問題 に され て い る。平 面 的 で はあ る けれ ど

もB2型 で あ る こ とには変 わ りが ない 。似 た言 い方 で はあ るが,「 版 木 を彫

る」 と言 え ばB1の 文型 に な る。

(B3>墓 石 に名 前 を彫 る。

この場 合 「墓 石」 はCと い う母体 で あ り,Aと い う文 字 の形 を した空 隙

を作 るのが 目的で あ って,「 名前 」 は結 果 目的語 で あ るか ら,A3と 同 じ文

型 であ る とい う こ とに なる。 しか し慣 習 的 に 「彫 る」 の訓 漢字 が用 い られ

て い る。 これ は母 体 の材 料 もA部 分 を取 り除 く道具 も作 業 もB2の 場 合 と

同 じで あ る とこ ろか ら来 て い る もの と考 え られ る。 さ らにA3で は,「 穴」

とい う空隙 そ の ものが 目的で ある の に対 して,B3で はBと い う母 体 の表

面上 の形 が 目的 で あ る とい うこ とで,Bに も関 わ りが あ る とい う条 件 が加

わ ってい る。 印 判 に もB2型(凸 版 〉 とB3型(凹 版)型 が あ る こ とが思

い 合 わ され る。

「背 中 に竜 を彫 る」 とい う言 い方 が あ るが,こ れ は文型 と してはB3と 同

じで あ る。 その 一種 の比喩 的用 法 と言 って よい 。背 中の1部 分(A)が 切 り

取 られ る わ けで は な いが,墓 石 な どを彫 る と きの繋 の 動 きと彫 り物 の針 の

動 きが似 て い る とこ ろか ら 「彫 る」 が 用 い られ てい る もの で あ ろ う。

A1の 「庭 を掘 る」 の 「庭 」 は場 所 格 の よ うに見 え る が,そ うす る と,

B1の 「大 理 石 」 も場 所 とい うこ とに な りまず い。 や は り 「庭」 は掘 る動

作 の対象 と捉 え られて い る と考 え るのが よい と思 わ れ る。

以 上 に基 づ い て 「ほ る」 の多義 構 造 を ま とめ る と,次 の よ うに なる。



30

Aに 焦 点 【掘 】

(1)C対 象 格:「 庭 を掘 る」

(2)A対 象格:「 芋 を掘 る」

(3)A結 果格:「 穴 を掘 る」

Bに 焦点 【彫 】

(1)C対 象格:「 大 理 石 を掘 る」

(2)B結 果格:「 仏 像 を彫 る」

(3)A結 果 格:「 墓 石 に名 前 を彫 る」

(比喩)「 背 中 に竜 を彫 る」

ま く(巻 く)

他動 詞 「巻 く」 の諸 用法 を見 渡 してみ る と,「 木 の幹 に こ もを巻 く」 の よ

う に,中 心 に棒 状 の物 を持 って きて,そ の 表 面 を くまな く覆 う よう に薄 い

物 あ る い は ひ も状 の物 を位 置 させ る とい う動 作 を基 本 にお くと,全 体 が う

ま くまとめ られ る よ う に思 わ れ る。 そ の動作 は現 象 素 を な してい るので あ

り,実 際 には その現 象素 にい ろい ろ な認 知 的加 工 が 加 え られ て多義 が発 生

す る とい うか た ち を取 って い る と考 え られ る。 以 下 にそ れ ぞ れの場 合 を図

示 す るが,そ の 図示 に は便 宜 上棒 状 の物 の 断面 図 を用 い る。 現在 の ところ

4つ の 型 が考 え られ る。略 称す る な らば,1.被 覆 固定,II.回 転,III .痕 跡,

IV.再 帰 で あ る。

1.被 覆 固定

第4図 は中心 の棒 とそれを覆 う物の両方が焦点化

されてお り,両 者のあいだに斜線 がほ どこ されてい

るのは,両 者が密着 固定 している ことを表わ してい

る。表層物 を指す太線 の先 に矢印が付 いているのは,

回転 運 動 が先 にあ った こ とを示 して い る。

(1)指 に包帯 を巻 く。

(2)糸 巻 きに糸 を巻 く。

(3)傷 口 を タオル で巻 い て 出血 を抑 え る。

/7

第4図

この場 合(1)(2)の よ うな 「… に… を」 とい う文 型 と,(3)の よ うな 「… を…

で」 とい う文型 が 可能 で あ る。 そ の使 い分 けの概 略 は,「 … に… を」 型 は巻

か れ た 〈状 態 〉あ るい は 〈形 〉を作 り出す こ とが 目的 で あ るの に対 して,
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「… を…で」 型 は巻 くこ とが ある 〈効 果 〉を 目的 と した もの であ る とい うこ

とで あ る。 ③ は出血 を抑 える こ とを 目的 と して 「巻 いた」 こ とを示 して い

る。類 例 に次 の よ うな もの が あ る。

(4)肉 桂 の根 を束 ね て赤 い紙 の バ ン ドで巻 いた もの が あ った。(寺 田寅

彦 「自由画 稿」)(肉 桂 の根 が ば らば らに な らな い よ うに)

(5)元 結 は真赤 な ひ もで巻 い てい た。(司 馬遼 太郎 『国盗 り物語 』)(髪

の 毛 が ば らば らに な らない よ うに)

(6)階 段 まで来 る と,彼 女 はい きな り私 の 首 を両 腕 で 巻 い て,私 にぶ

ら さが る よ うに した。(田 村 泰次郎 『街 の天使 』)(首 を下 の方 に下

げて キ ス しやす くす るため に)

この2つ の 文 型 の違 い は 「さす」 の場 合 に も認 め られ る。

(7)花 瓶 に花 を挿す 。(形 を作 り出す ため に)

(8)人 をナ イ フで刺 す 。(危 害 を加 える ため に)

「錨 を巻 く」 とい う言い方 が あ る。 これ は 「錨 に繋 が って い る鎖 あ るい は

ロー プを ドラム に巻 く」 の省 略 表 現 と見 る こ とが で き るが,現 実 に は聞 き

手 の 「錨」 につ い ての世 界 知識 に よって心 の 中 で この よ うな補 充的解 釈 が

な され るの で あ る。

II.回 転

この場合 はi中 心 の棒 状 の物 は背 景化 し,そ の外

側 に見 られ る回転運 動 だ けが焦点 化(前 景 化)し て

い る。場 合 に よっ て は,(9)の よ うに 中心 の棒 は消

えて 回転体 だ けが残 る。(注2)

(9)釣 り竿 の リール を巻 く。

(10)時 計 の ね じを巻 く。 第5図

(11)[登 山用 語]滝 を巻 く。(滝 を避 け て,遠 回 りして螺 旋状 に登 って

行 く)

(12)丘 を巻 くよ うに流 れ る川 。[三 国]

III.痕 跡

この用法は比喩的 なものであ り,IIの 場合か らさらに回転運動が背景化

している。状況の初期段階では弧 を描 くような動 きがあっ'た場合 もあ り得

るが,注 意の焦点 はそ こに生 じた弧状の形 に合 わ されている。「巻 くような
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動 きの痕跡 と しての形が描写 され てい るわけであ

る。

(13)一 万 もの軍 勢 が城 を巻 く。[明 鏡]

(14)見 物 人 が 遠 巻 きに巻 い て(8弧 を描 い て)

眺 め て い た。

第6図

IV.再 帰(reflexive)

い ま まで の3つ の 型 で は,背 景 化 しな が ら も,

中心軸 が 存在 して い たの であ るが,こ の場 合 は 中心

軸 は完 全 に姿 を消 して い て,外 側 の巻 く物 自体 が 中

心 軸 とな っ て 自分 で 自分 を 「巻 く」 こ とに な るの

で,再 帰 的 と呼 ぶ 。

(15)ご ざを巻 く。

(16)し っぽ を巻 く。

(17)舌 を巻 く。

@
第7図

次 の(18),(19)も 再帰 用 法 で あ るが,(15),(16),(17)が 対 象 目的語 を

取 っ てい るの に対 して,こ れ らは結 果 目的語 を取 っ てい る。

(18)川 の水 が渦 を巻 い てい る。

(19)蛇 が と ぐろ を巻 い てい る。

自動詞 用法

上記(18)の ような用 法の 目的語 「渦」 を主語 に移 して 「渦が巻 いてい

る」 とす ると,表 面的には自動使用 法 にな り,辞 書 にもその ように記述 さ

れているが,実 質は再帰用法 であ る。

『明鏡』 の 「巻 く」 の 自動使用法の項には次の2例 が挙 げてあ るが,そ

れぞれ異 なった文型 に属する。

「海峡 に渦が巻 く」

「キャベ ツの葉が球状 に巻 く」

前者 は上 に触 れたように結果 目的語の 「渦」 が主語の位置 に移 された もの

であるが,後 者の 「葉」 はそ うではない。 「葉がそれ自体 を球状 に巻 く」か

ら 「それ自体 を」が省略 された形 になっていて,「 球状 に」が結果状態 を示

している。つま り 「波 が寄せ る」(← 波がそれ自体 を寄せ る)な どと同 じも

ので,筆 者が 「再帰 中間態」 と呼ぶ ものである(国 広哲弥,1996)。
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「くだ を巻 く」 とい う慣 用句 が あ る。 これ は 『日国』 に よれ ば,「 くだ く

だ しい こ と」 を意 味 す る 「くだ」 を 「管 」 と取 って,そ れ に 「巻 く」 を結

び付 けた もの で あ り,「 巻 く」 自体 の意 味 はIVの 〈再 帰 〉に当 た る。

ま つ(待 つ)

「待 つ」 とい う他動 詞 につ い て 『明鏡 』 は5つ の語 義 を区別 して い るが,

あ る ひ とつ の 見地 に立 つ と全 体 は大 き く2つ の グル ー プ に分 け られ る こ と

に気 付 く。 た だ し 『明鏡 』 はその グル ー プ分 け に は従 ってい ない。 そ の グ

ル ー プの1つ は,出 来事 の実 現 を 〈期 待 す る 〉こ とを意味 し,も う1つ の

グル ー プは そ の実 現 を 〈未 来 に引 き戻 す 〉こ と,実 現 を遅 らせ るこ とを意

味 す る。

期待:故 郷 か らの便 りを待 つ 。

引 き戻 し:支 払 い は来 月 まで待 って 下 さい。

期 待 義 は こ との 実現 が 早 い こ とを望 み,引 き戻 し義 は こ との実現 がお そ

い こ とを望 む とい うふ うに,心 の 向 く方 向 が まった く逆 で あ る。期 待 義 で

は待 つ のは動作 主 体 で あ るが,引 き戻 し義 で は待 た され るの は相手 で あ り,

相 手 は意志 に反 して待 つ こ とに なる。 こ との次 第 を概 念 図 で表 わせ ば第8

図 の よ うにな る。

TR(出 来事)

LM(動 作主)

〈期待〉

発話時
)時 間の流れ

第8図 〈期待〉義

TR(ト ラ ジ ェ ク ター)は 「出来 事 」 で あ り}LM(ラ ン ドマ ー ク)は

「待 つ 」 主体 で あ る。時 間 と共 に出来事 は実現(TRとLMの 接 触 に よ り

表 わす)に 近づ いて行 き,主 体 はそれ を期待 してい る。〈期 待 〉が 焦点 化 さ

れて い る こ とを太 線 で表 わす 。

〈引 き戻 し〉義 で はLMは 「待 て」 と言 わ れ た相 手 で あ り,言 語 表現 は

命 令 あ るい は依 頼 の形 を取 る。 「待 て」 が発 話 され るの は出来事 の実現 直前
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TR(出 来事)

LM(動 作主)

罰

道

、、

㎜

一 一一一一一一一 一 時間の流れ

第9図 〈引き戻 し〉義

あるいは もう少 し前 の時点であ り,実 現 を未来時 に引 き戻す こ とを命令あ

るいは依頼す る。 この裏 にある時間の捉 え方で は,未 来の出来事 が次 々に

命令主 に向か って迫 って くる。その迫 りくる出来事 を未来 に引 き戻すので

あ る。 その ように言 われた相手の心理状態 は挫折感 ・不満 ・苛立 ちなどい

ろいろであ ろうが,要 す るに,期 待 に反す る心理状態 にあるのが普通 であ

る。

両 義の概念 図 を比べ てみる と,太 線で焦点化 され た矢印 は 「期待感」,

「実現引 き延ば し」 と異 なってはいる ものの,そ の方向性 がまった く逆 であ

る ことが 目立 った相違点 であ る。いずれに して も出来事の実現 まで には相

当の時 間経過が必要である点 は同 じであるので,そ こを捉 えて同 じ 「待つ」

が用い られるわけである。

以上の ような見地 か ら 『明鏡』の語義 を配列 し直す と次 の ようになる。

(表記の細部 は印刷の都合上多少変更す る。)

〈期 待 〉義

0人 ・物 ・時 な どが来 る こ とや物 事 が実 現 す る こ とを望 み なが ら,そ れ

までの 時 を過 ごす 。 「駅 前 で友人 を待 つ」 「故 郷 か らの便 りを待 つ」 「出

番 を待 つ 」 「新 作 の発 表 が待 たれ る」

④ 相 手 の意 向 が わ か る まで成 りゆ きを見 守 る。 「先 方 の 出方 を待 つ」

⑤ 《多 く 「… に待 つ」の形 で》 … を頼 りに して まかせ る。… に望 み を託す。

「良識 に待 つ」 「今後 の研 究 に待 ちたい」[表 記]「 挨 つ」 が好 まれ る。

⑥ 《 「論[言 ・言 う]を 待 た ない」 「言 を待 つ まで もない」 な どの形で 》

わ ざわ ざ言 うまで もない。 当然 で あ る。 「支援 を要す る こ とは言 を待 た

ない」[表 記]「 侯 つ」 と も。
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〈引 き戻 し〉義

② 期限 をのばす。「返済 はあ と一 日待 って くれ」

③ ある動作 を途中でやめる。「今結論 を出すのは待 ちな さい」 「待 て,そ

こを動 くな」[語 法ユ多 く相手に要求す る形 で使 う。

用例 の 「返 済 はあ と一 日待 って くれ」 は,「 返済 とい う出来事 の実現 日を

一 日未来 に引 き戻 して くれ」 とい うこ とで あ り
,「待 て,そ こ を動 くな」 は

「私 の い る と ころへ 到 着 す る とい う出来 事 の 実 現 を しば ら く未 来へ 引 き戻

せ 。 そ の た め に立 ち止 まれ」 とい うこ とで あ る。 碁 ・将 棋 で 「待 った!」

と言 うと きは,「 今打 った あ るい は指 した手 を一手 前 に引 き戻 せ」 と言 うこ

とで あ る。

以 上 の よ う に見 て くる と,〈 期 待 〉 と 〈引 き延 ば し〉の2義 はふ つ うに

見 られ る は っ き り区 別 の あ る語 義 であ る と言 えるが,意 外 な こ とに,手 元

にあ る国語辞 典 の 約 半数 は 〈引 き延 ば し〉義 を記 載 して い ない。 それ は次

の 諸辞 典 で あ る。

広 辞苑 第 五版,学 研 国語 大 辞典 第二版,国 語 大辞 典 言泉,現 代 国語例 解

辞 典,新 明解 国語 辞典 第 六版,角 川 国語 中辞 典 。

「待 つ 」 の2種 類 の命 令 ・依 頼 表 現

「待 つ」 が 〈引 き戻 し〉の意味 で用 い られる ときは相 手 に対 す る命令 ・依

頼 表現 の形 を取 る と述べ たが,命 令 ・依 頼 表現 で用 い られ て も 〈期待 〉の

場 合 が あ る こ とに触 れ てお か なけ れば な らな い 。例 えば母 親 が子 供 に 「こ

こで待 っ て な さい。 す ぐ戻 って くるか らね」 と言 う場 合 が その1例 で あ る。

諺 「果報 は寝 て待 て」 も 〈期 待 〉義 で用 い られ てい る。 そ れで は両 義 の違

い は どの よ うに して生 じるか が問題 とな る.そ こで用例 を見 渡 してみ る。

(1)代 金 の支 払 い は もう少 し待 って 下 さい。

(2>い ま判 断 を下 す の は待 ちな さい。

(3)ご 注文 の 品 は まだ届 いて い ませ ん。 も う数 日待 って 下 さい 。

(4)レ ポ ー ト提 出は来 週 まで待 って頂 け ませ ん か。

(5)[囲 碁]ち ょっ と待 った!

これ らの文 脈 に見 られ る共 通点 は,相 手 が何 か を要求 して い る とい うこ

とであ る。 つ ま り 「あ なたの要 求 の達 成 を我 慢 して下 さい。」 とい うこ とで

あ る。 これ に対 して,〈 期待 〉義 の命 令 ・依頼 表現 の場 合 は,自 分 の外 の 世



36

界 の事 の展 開 を単 に受 動的 に期待 してい る こ とにな る。要 す る に,〈 期 待 〉

義 は受 動行 動,〈 引 き戻 し〉義 は実現 を我慢 す る とい うような能 動行 動 で あ

る とい うこ とにな る。

〈引 き戻 し〉義 の場 合 の語 法 注記 と して 『明鏡 』 は 「多 く相手 に要求す る

形 で使 う」 と述 べ て い るが,も っ と詳 し く言 うな らば,「 相 手 に我慢 を要求

す る形 で使 う」 とい うこ とに なろ う。

同 じ命 令 ・依 頼 形 で 上記 の2義 が用 い られ る こ とを考 える と,や は りこ

の2義 は辞書 で は は っ き り区別 して記 述 すべ きであ る と考 え られ る。

ま わ る(回 る)

諸 辞典 の記 述 を参考 に しなが ら全体 を見渡 して み る と,自 動 詞 「まわ る」

の 用 法 は大 き く2つ に分 け られ る。1つ は具 体 物 に関す る もの で あ り,も

う1つ は具 体 的 な動 きに基づ く多 かれ 少 なか れ抽 象 化 され た動 きを指 す も

の で あ る。 そ こで具 体 物 に関す る もの か ら見 てゆ くと,諸 用 法 は 回転す る

円盤 に基 づ い て い る と言 う こ とが で きる。説 明 の便 宜 上,円 盤 の部 分 に第

10図 の よ うな記 号 を付 け る。(注3)

A

B

第10図 「まわる」 の現象 素

各語 義 を簡単 な用例 の 形 で示 す と次 の よ うで あ る。

(1)車 輪 が 回 る。

(2)月 は地球 の回 りを回 る。

(3)時 計 の針 は3時 を回 っ た と ころです 。

(4)白 バ イが逃走 車の 前 に回 り込 んで止 まっ た。

用 例(1)は 円盤 の 全体 を捉 えた場 合 で あ る。 図示 す るな らば第11図 の

よ うに なる。 円盤 全 体 が焦 点 化 されて い る こ とを斜線 で表 わ す。

用 例(2)で は 円盤 の 中心 点Cと,円 周上 の 一点Aが 焦 点化 され る。 円盤
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が 回転 して い る ため に,点Aの 軌跡 は円弧 と して捉 え られ る。

A

多

第1i図 用例(1)

C●

第12図 用例(2》

用例(3)で は円周上の点Aが 少 しだけ回ったところで捉 え られている。

用例(4)で は逃走車 と平行 して走 っていた白バ イが逃走車 を中心 と した4

分 の1の 円弧上 を移動 した と把握 した ものである。

AA

第13図 用例(3)

C

B

第14図 用例(4)

次 の 派生 的 な諸用 法 で は空 間的 な移動 を含 んで は い るが,そ れ は円弧状

で は な くて,"A-C-B"と い う直行 の筋 道 を取 って は い ない こ とを示 す

た め に 「回 る」 を消 極 的 な意 味 で用 い た もの で あ る。

(5)学 校 か らの帰 りに本 屋 に回 っ た。

(6)午 後 は お得 意 を 回 って会 社 に帰 った・

(7)酔 い が全 身 に回 っ た。

AA

B

第15図 用例(5)

c・

第16図 用例(6)
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(8)当 番 が 回 っ て来 た。

用 例(7)の よ うな場 合,酔 い が手 足 の先 の よ うな隅 々 まで届 い た こ とを指

して い る。 そ こ に は円形 の 動 きは ない けれ ど も,第16図 に示 した よ うな

全 円運 動 に含 まれ る 〈全体 〉 とい う概 念 が 「全 身」 に派生 的 に適用 され た

もの と考 え られ る。用 例(8)も ⑦ に準 じる もの と考 える こ とが で きる。 当

番 はあ る グル ー プの 中で全 員 に平 等 に当 て られ る もので あ り,そ の点 が全

周運 動 に よって捉 え られ た もの と考 え られ る。

A

B

第17図 対立関係

用 例(9),(10)は 同様 な例 で あ り,点Aと 点Bの 円形 上 の対 立 的 な位 置

関 係 を抽 象 して取 り上 げた もの と言 うこ とが で きる。

(9)減 税 分 は貯 蓄 に回 った。

(10)会 員 の半 分 が 反対 に回 った 。

用 例(9)は 国が 減 税 を し,そ の結 果 国民 の手 元 に残 った お金 が消 費 に回

わ る こ とが期待 され たの で あ るが,消 費 には 回 らず,そ れ とは対立 的 な貯

蓄 に回 った とい うこ とで あ る。用例(10)も 同様 で あ り,対 立 点Bに よって

「反 対」 の立 場 を示 した もので あ る。

次 に,円 弧 運動 が対 立点 まで行 か ない で途 中で 止 まった と捉 え られ る場

合 が あ る。 出発点Aか ら出 て,本 筋 を少 しはず れ た位 置 にあ るの で,ち ょ

っ と努 力 す る とか,注 意 を払 うとか しない とそ こ に至 らな い とい う場 合 が

次 の(11),(12)で あ る と考 え られ る。

(11)忙 し くて そ こ まで手 が 回 らない。

(12)彼 はぼ ん や り者 だ か ら,そ こまで頭 が 回 らない。

最後 に,(1)に 基 づ く比 喩 的用 法 と して(13)が あ る。

(13)彼 女 は頭 が よ く回 る。

これ は頭 を回転 部分 を持 った機 械 に喩 え た用 法 で あ り,頭 の働 きが俊 敏 で
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ある というのであ る。同 じく頭の機械比喩 に基づいた表現 に 「頭がす っか

り錆 び付 いて しまった」がある。

も つ

「もつ」 の諸用 法 を見渡 してみ る と,手 に何 か を持 つ動作 を現 象素 に据 え

る と,そ れ か らの 派 生義 と して全 体 の語 義 を結 び付 け る こ とがで きる よ う

に思 われ る。

「もつ」 の現象 素 は非常 に身近 な動作 であ るの で図示 は省 略す るが,そ の

動 作 を こ とばで描 写 す る な らば,人 間が指 と手 の平 を用 いて物 を保 持 す る

動 作,と い うこ と にな る。次 に派 生 義 は大 き く2つ に分 け られ る。1つ は

〈保 持 〉が 一般 化 され,抽 象化 されて行 く方 向 をた どる もの で あ り,も う1

つ は 「保 持 」 とい う真 体 的 な動作 をい ろい ろ と異 なっ た角度 か ら眺 め,そ

の1部 分 を焦 点 化 す るか た ちで生 じる もので あ る。 この部 分焦 点 化 は,国

広 哲 弥(1982)で 「部 分転 用 」 と呼 んだ もの と同 じで あ る。

『明鏡 』 の 「もつ」 の記 述 は まず 他動 詞12義 と自動 詞1義 に分 け られ

て い る。そ れ を簡単 な用 例 の か た ちで示 す と次 の よ うで あ る。

(1)右 手 に傘 を持 って い る。

(2)懐 中 に大金 を持 っ てい る。

(3)海 外 に別 荘 を持 っ てい る。

(4)相 当 の広 さを持 つ 庭 。

(5)人 間 は感 情 を持 って い る。

(6)政 治 に興 味 を持 って い る。

⑦ 八 〇年 の歴 史 を持 つ学 校 。

(8)悪 い連 中 とは かか わ りを持 つ な。

(9)一 年 一 組 を持 つ 。

(10)交 渉 の場 を持 つ 。

(11)一 人 に なれ る時 間 を持 ちたい 。

(12)費 用 は主 催者 が持 つ。

(自)酒 な しで は座 が持 た ない。

(補1)(文 章語)こ れへ 持 て。[三 国]

次 に派生 関係 を枝分 か れ 図 で示 し,上 記 の諸 用法 を用 例 番 号 で該 当部 分

に示 す。
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「運 搬 」(ネ甫1)

「 ((一般 化))

「保持」一 一(手 以外 で)「保持」一一 「所有」

(1)(2)(3)

((部分焦点 化))

重 さ に耐 える:「 負 担 」(9)(12)

落下 しな い よ うに:「 維 持 」(補2)(自)再 帰 中 間態

鵬 勝藤1隅 一
第18図 「もつ」の多義分岐図

以 下 図 の上 の部 分 か ら順 次 に説 明 を加 え て行 く。

(補1)「 これ へ持 て」

これ は文 脈 の働 き に よって 「持 って来 い」 とい う く運搬 〉の意 味 を生 じた

もの で あ る。 したが って厳 密 に言 えば 「持 つ」 自体 の意 味 で はな い。 「これ

へ」(=こ こへ)と い う表 現 だ けで 「こ こまで来 い」 とい う場 面 的含 意 を表

わ してい るので あ り,「 持 て」 が 「手 に持 って」 とい う意味 を添 え てい る。

(2)懐 中 に大 金 を持 っ て いる。

これ は手 は使 わ ない場 合で あ る。 基本 義(1)の 中 の 〈保 持 〉の意 味 要素 だ

け を利 用 した用 法 で あ る。 意味 の 一般 化 の例 で あ る。

(3)海 外 に別荘 を持 って い る。

(2)の 場 合 は手 こそ 用 い て い ないが 身 には付 け てい た ので あ るが,(3)で は

さ らに人体 か ら離 れ て抽 象的 な 〈所有 権 〉を指 して い る。

(9)一 年 一組 を持 つ。

(12)費 用 は主 催 者 が持 つ 。

基 本義 の手 で物 を持 つ場 合 は手 で 重 さに耐 えて いるの で,そ こか ら 〈負担 〉

に耐 え る意味 が派 生 した のであ る。(9)は 心 理 的負担 ない し責 任 感が 感 じら

れ てい る こ とを示 し,(12)は 経済 的負担 を示 して い る。

類 例 と して 「か か え る」 が あ る。両 腕 で物 を 「か か え る」 場 合,腕 は重
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さとい う負担 に耐 えて い る。 そ こか ら 「大 家族 を抱 えて い る」,「た くさん

の仕 事 をか か えて い て忙 しい」 な どの用 法 が 派生 して い る。

『明鏡 』 には示 され てい ないが,手 で物 を 「持 つ 」 とい う動作 は観点 を変

えて見 るな らば,「 物 が落 ち ない よ うに して い る」,「物 の 中空 の位 置 を維 持

す る」 とい う解釈 を生 じる。 そ こ に基づ くの が次 の よ うな用 法 であ る。

(補2)(子 供 に)ち ゃん と持 って な さい よ。(二 落 さない で よ)

この 派 生 義 に基 づ くの が,慣 用句 「肩 を持 つ」(=支 持 す る)で あ る。

『明鏡 』 が 自動詞 用 法 と して示 して い るの は この意 味 の場 合 で あ る。

(自)酒 な しで は座 が持 た ない[保 た ない]。

なお これ は本 来 の 自動詞 用 法で はな く,「 座 がそ れ 自体 を持 た ない」 に由来

す る再 帰 中 間態 と しての 自動詞 用法 で あ る。 『明 鏡』 に示 され てい る次 の用

例 も同様 であ る。

○ この 天気 は 三 日 と持 つ まい。(=そ れ 自体 を維 持 しない だ ろ う)

○ 酷使 され て は体 が持 た ない。(=そ れ 自体 を維 持 しない)

『明鏡』 は(5),(6)の2義 を別 義 と して,次 の よ うに記述 して い る。

⑤ 心 の働 きに よって もた らされ る能力 を備 え る。 「人 は感情 を持 って

い る」 「勇 気[問 題 意識]を 持 つ」[語 法]言 い切 りで は 「持 って

い る」 の形 が 多 い。

⑥ 物 事 に対 して あ る感情 や 考 えをい だ く。 「級 友 に好 意 を持 つ」 「政

治 に興 味 を持 つ」

この2義 の記 述 は実 質的 には 同 じと言 って よ く,両 方共 に 〈あ る心 理状 態

を有 す る 〉 とい う こ とで あ る。

(7)八 〇年 の 歴 史 を持 つ学 校 。

(11)一 人 になれ る時 間 を持 ちた い。

⑦ と(11)は 共 に背 後 に時 間 の経 過 を含 む点 で 同 じ用 法 だ と見 る こ とがで

きる。(11)で は一 人 の 人 間が 時 間 の経 過 を体験 す るの に対 して,(7)で は

複 数 の 人 間 が歴 史 とい う名 の 時 間の経 過 を体験 す る とい う違 い が あ る が,

そ れ は文脈 の影響 に よる もので あ る。

(8)悪 い連 中 とはか か わ りを持 つ な。

これ は人 間 関係 を継 続 的 に保持 す る こ とを指 してい て,こ こ に も時 間経 過

にか な り光 が 当て られ て い る。

(10)交 渉の場 を持 つ 。

これ につ い て 『明 鏡 』 は次 の よ うに記 述 して い る。
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⑩ 話 し合いの場 や機 会 を設 ける。 また,そ の ように して話 し合 いを

行 う。「交渉の場 を持 つ」 「騒音問題 をめ ぐって集会が持 たれる」

この語 義記 述 には,興 味深 い ことに,ア スペ ク トの違 いが含 まれ てい る。

(注4)記 述の前半 は完了アスペ ク トで捉 え られた ものであ り,交 渉の場 を

設ける活動の全体 が捉 えられている。後半は未完了 アスペク トで捉 えられ,

活動 その ものに焦点が当てられている。

以上,心 理状 態か ら交渉活動 までの4項 目をま とめて 「継続」 と した

が,こ れは現象素の物 を持つ状態か ら継続性 を取 り出 した もの と見る こと

がで きる。継続性 は表現 を変えるな らば,「 同一状態」 と言 うことがで きる

ので,枝 分かれ図で はそのよ うに示 した。同一状態 に直結す るのが,次 の

(4)で あ る。

(4)相 当の広 さを持つ庭。

これは 「庭」が広 い状態 にあることを示 している。『明鏡』の④ にある類例

はそれぞれある状態 の存在 を示す ものである。

○ 彼 は丈夫 な体 を持 っている。

○ この磁器 は独特 の輝 きを持 っている。

○ 当局の決断 は大 きな意味 を持 っている。

注記

(注1)「 ほる」 の 多義 分析 につい ては,そ の概略 を国広 哲 弥(1997a)で 示 し,国 広

哲 弥(1997b)で 辞 書形式 に して示 してい る。

(注2)『 三 国』 に 「ヘ リコプ ターが風 を巻 い て飛 び立 つ」 とい う用 例が 挙 げてあ る

が,こ れ は ここの 〈回転 〉義 に属 す る用 法 であ る。 ただ し 「風 」 は結 果 名詞

であ り,実 際 は,回 転翼 の 力 で空気 が 「巻 く」(回 転 す る)動 きを生 じ,そ

の結 果 を 「風」 と呼 んで い るの であ る。 ちなみ に普通 に用 い られる 「風」 と

い う名詞 も物理 的 には結果 的現 象 を指す が,認 知 的仮構 と して は地上 の どこ

か に最 初 か ら存 在す る 「物」 として捉 え られて い る。 したが っ て 「風 が 出て

きた」,「風 が立 つ」,「風 が落 ちる」 な どと言 う。

(注3)「 まわる」 の概 略的分 析 は最 初国広哲 弥(1997a)に 示 した。

(注4)ア スペ ク ト認 知 につ いて詳 し くは国広哲 弥(公 刊 予定〉 を参照。
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